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にもかかわらず、このようにあ
まり省みられることがない潜在的な問題が存在す
るのである。そのため筆者は今後の研究におい
て、そうした事柄に光を当てようと考えている。
すなわち、私にとっての他者とはなにか、我々は
いかにして他者を理解するのか、そして他者の「理
解」とはなにか、そして本来あるべき自己と他者
との関係とはいかなるものか、そうした問題が再
び問われて良いはずであるし、また問われねばな
らないであろう。
ⅰ　『高等学校学習指導要領解説、外国語・英語』開隆堂出
版、2010年、 8 頁。
ⅱ　この目標における後半部分に関しては、さらに次のよ
うに補足して解説がなされている。「聞いたり読んだり
して得た情報や考えなどを的確に理解したり、自分が伝
えたい情報や考えなどを受け手に対して適切に伝えたり
する基礎的な能力を養うことを意味する」。『高等学校学
習指導要領解説』13頁。
ⅲ　『高等学校学習指導要領解説』 8 頁。
ⅳ　金子晴勇『マックス・シェーラーの人間学』創文社、
1995年、99頁。
（さいとう・しん　聖学院大学総合研究所特任研
究員）
